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目指す子供の姿 
○課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、様々な場面において
探究的な学習を進めることができる。 

○実社会や実生活の中から課題を設定し、課題解決のために情報を集め、整理・分析し、まとめた
り表現したりすることができる。 

○探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、自他のよさを尊重しながら、積極的に社会
に参画しようとすることができる。 

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容 
①学習過程を探究的にする 
 ◇「課題の設定」では、実社会や実生活に関わる体験をすることで、自ら課題意識をもち、その

意識が連続発展することができるよう、教師が意図的な働きかけを行う。  
◇「情報の収集」では、課題解決のための情報収集を自覚的に行うとともに、体験で獲得した情
報をレポートなど適切な方法で蓄積することにも配慮する。 

 ◇「整理・分析」では、目的に応じて、比較して考える、分類して考える、序列化して考える、
類推して考える、関連付けて考える、原因や結果に着目して考える、などの「考えるための技
法」を用いて思考を可視化できるようにする。 

◇「まとめ・表現」では、相手意識や目的意識を明確にしてまとめたり、表現したりすることで、
情報を再構成し、自分自身の考えや新たな課題を自覚し、探究の過程が繰り返されるようにす
る。 

②他者と協働して主体的に取り組む学習活動にする 
 ◇体験活動を探究活動の過程に意図的に位置付けるとともに、ＩＣＴや思考ツールなどを効果的

に活用しながら、互いに教え合い学び合う活動や地域の人との意見交換や交流活動など、他者
と協働して課題を解決し自分の考えを深めようとする学習活動を重視する。 

③徳島ならではの単元・授業デザインにする 
 ◇総合的な学習の時間で目指す子供の姿の育成に向けて、「徳島版読解力」を構成する５つの力

や「徳島ＩＣＴ活用モデル」に示される段階及び指数との関連を図り、単元や授業のデザイン
を行う。 
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目指す子供の姿 
○多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や、活動を行う上で必要となることについて理解 
している。 

○自己の生活の充実・向上や自己実現に必要となる情報及び方法を理解している。 
○よりよい生活を構築するための話合い活動の進め方、合意形成の図り方などの技能を身に付け 
ている。 

○所属する様々な集団や自己の生活の充実・向上のため、問題を発見し、解決方法を話し合い、合
意形成を図ったり、意思決定したりして実践している。 

○生活や社会、人間関係をよりよく構築するために、自主的に自己の役割や責任を果たし、多様な
他者と協働して実践しようとしている。 

○主体的に人間としての生き方について考えを深め、自己実現を図ろうとしている。 
目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容 

①「合意形成を図る」「意思決定を行う」活動の充実 
 ◇議題や題材を選定・設定し、根拠を明確にして自分の考えを話したり、意図を捉えながら聞い

たりして、「折り合いを付けながら集団として合意形成を図る」「集団思考を生かした一人一人
の意思決定を行う」話合い活動ができるように指導・支援を工夫する。 

②「多様な考え」「自分の考え」をよりよい方向へまとめていく活動の充実  
 ◇実践や体験を通して感じたり、気付いたりしたことを振り返り、言葉でまとめたり、対話した

りする活動を重視するとともに、次の活動に生かすことができるように支援する。 
 ◇「生成ＡＩ時代の主権者」として、確かな民主主義の担い手を育み、共生社会を実現する基盤

を提供する領域として、ＩＣＴを活用する場面を適切に選択し、教師の丁寧な指導の下で効果
的に活用する。 

③合意形成したり、意思決定したりしたことを実践する活動の充実 
 ◇合意形成したことを基に、全員で役割を分担して協力したり、意思決定したことを基に、個人

として努力したりして、目標の実現や達成を目指すよう支援する。 
 ◇生徒が実践や体験を通し、集団の一員としての望ましい生き方についての認識をもつことがで

きるよう、各教科、道徳科及び総合的な学習の時間などとの関連を図った指導をする。  


